
 

 

 

家族が超高齢、核家族化に変わる中での住まい、衣食住の中で軽視さ

れてきた「住」、そのことが現在のさまざまな住宅問題をもたらしてい

るのではないでしょうか。 

日本の住宅問題を女性の視点で考え、女性のめざめ、超高齢社会の住

宅の在り方を発信します。 

袖井先生は、戦後日本の家族と住まいを「居住学」として研究され、

社会に問題提起してきました。シニア社会学会会長として国・都の審議

会等を務め、多数の執筆を行っています。ぜひ、ご参加ください。 

【主催】NPO 法人建築ネットワークセンター 

【後援】新宿区 

【協賛】国民の住まいを守る全国連絡会（新建・土建など１７団体が加盟）

日 時 10 月 25 日（土） 
午後１時 30 分開場、2 時開会 

会 場 新宿区大久保地域センター会議室（JR 新大久保駅 徒歩８分） 

参加費 一般：1000 円（新宿区民・障がい者・30 歳未満：８００円）

お茶の水女子大学名誉教授 

シニア社会学会会長 

申込み・問合せ先 

  NPO 法人建築ネットワークセンター 

〒169-0073 

 新宿区百人町1-20-3-505 

Tel 03-5386-060８ 

Fax 03-5386-1065 

e-mail kenchiku@d2.dion.ne.jp 

URL http://www.kenchikunet.org 

講 演 会 
日本の住まい、変わる家族 

―居住福祉から居住文化へ― 

講 師  袖 井 孝 子

女性の視点で考える 超高齢社会の住まい


